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学校関係者評価委員会開催の記録 

 

１．開催日時 令和８年２月１６日（月）午後２時００分～午後３時３０分 

 

２．開催場所 京都伝統工芸館 ８階会議室   

 

３．学校関係者評価委員  

杉本 学   京都府南丹教育局長 

       玉田 芳史  放送大学 京都学習センター 所長 

       三田 康明  生田グローバル株式会社 顧問 

       兼松 俊明  京都漆器工芸協同組合 相談役 

       田中 宏明  卒業生田中めぐみさん 保護者 

       太田 知良  京都伝統工芸大学校 卒業生 

       大谷 友里菜 京都伝統工芸大学校 卒業生 

 

京都伝統工芸大学校出席者 

新谷校長 工藤教務部長 近藤事務部長 森木統括部長 井内職員 髙橋（書記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

４．総括 

 

本校での学生指導、教育編成、自己評価等の学校運営について、行政機関、組合、卒業生保護者、卒

業生の視点から検証を行った。 

 

１）国際交流では昨年度に引き続きシアトルへの短期留学を実施していただいた。 

入学式・卒業式、卒業修了作品展等の一連の行事を終えた。 

本校の文化祭である「松葉祭」では、開催に合わせ保護者会を実施した。卒業生ネットワークを構

築し情報交換や制作活動を支援することを目的に、校友会の総会を開催した。 

 

２）新たに文化財コースを新設した。 

文化財コースは、漆工芸専攻・蒔絵専攻・木彫刻専攻・木工芸専攻で募集し７名の入学生があった。

グループ校である京都美術工芸大学文化財情報コースと連携して、ノウハウを共有していく。 

1・2 年の各専攻の実習を基礎として、3・4 年制のカリキュラムをいかに充実させていくかが今後

の課題である。 

 

３）昨年度に引き続き「一般社団法人 JINLUCKサポーターズ京都伝統産業育英奨学金」を受入れた。

伝統工芸の技術習得に励む学生を支援したいとのお声をいただき実現することができた。 

Van Cleef & Arpelsデザインスカラシップでは多くの学生から作品の提案があり、5名の学生が選

出され、卒業修了制作資金の補助金が支給された。 

また高等教育の修学支援制度の多子世帯への授業料減免の拡充もあり、学費面での支援が図られた。 

 

４）入学志願者の Web 出願システムが導入され、より受験生が出願しやすい環境を整備した。また

YouTubeや SNSを使用した情報発信も積極的に行われた。 

 



 

 

５．学校関係者評価委員会で検討された自己点検評価事項 

検討事項 
学校関係者の評価・提言 

基準 項目 総括 評価 

教 育

活動 

目 標 の 設

定 

教育課程編成にあたり、教育

理念に沿ったカリキュラム

編成となるよう努めている。 

 

５ 適正に運営されている。 

 

教 育 方

法・評価等 

教育内容・教育方法・教材等

工夫しているか。 

授業評価アンケートについ

ては、より回答率が上がるよ

うに実施方法を検討する。 

 

５ 適正に運営されている。 

文化財コースが新設されたが、京都美術工

芸大学文化財情報コースと連携し、カリキ

ュラムをいかに充実させていくかが課題。 

学 修

成果 

就職率 就職希望学生への指導は、就

職専任スタッフが個別面談

を進め、学生個人の資質、適

性及び能力と属性を十分に

考慮した指導を実践してい

る。 

 

４ 

 

卒業生が活躍している企業・工房への就職

が多数ある。 

時代のニーズに合わせて、これまでにない

インターン先・就職先の開拓についても期

待したい。 

学 生

支援 

学生相談 欠席が続く場合、各専攻の教

員や事務職員から連絡をと

るなど対応をしている。 

 

４ 適正に運営されている。 

学生の精神面のサポートも行いながら、退

学率の減少につなげたい。 

保 護 者 と

の連携 

毎年 10 月に開催される本校

の文化祭である「松葉祭」に

合わせ、保護者会を実施して

いる。 

また普段から欠席が続く学

生については保護者とも連

絡をとるなどしている。 

 

４ 適正に運営されている。 

文化祭での保護者会の実施など、保護者と

の連携を図っている。 

 

卒業生・社

会人 

卒業後に業界で活躍する OB

のネットワーク構築を目的

として、校友会の総会を開催

した。 

４ 校友会の活動を通して、卒業生への支援が

拡充されることを期待する。 



 

 

学 生

募集 

学生募集 

活動 

将来、工芸を学び職業にした

いと考える生徒やその保護

者に対して、的確な情報を伝

え、納得のいく進路決定を実

現させたい。 

高校側に対しても入学後に

実現可能な将来への展望を

伝え、進路選択に役立てても

らいたいと考える。 

 

４ 近畿圏のみならず、関東や東海圏など各地

方から学生が集まっている。 

サイエンスフェスタや夏休みこども工芸体

験などを通じて、高校生への募集活動だけ

でなく、工芸の裾野を広げたり業界の認知

度を上げる活動が行われている。 

 

 

 

法 令

等 の

遵守 

教 育 情 報

の公開 

学校の概要や教育内容、自己

点検評価書等は Web に掲載

している。 

４ 適正に運営されている。 

特に YouTubeでの発信は、工芸の魅力を分

かりやすく伝えられている。 

 

 


